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審    査    の    要    旨 
  
 本論文では、高周波電流と直流電流を同時に印加した場合のスピンホール効果誘起強磁性共鳴の重
要性に着目し、その系統的な研究を行っている。実際、近年スピンホール効果によるスピントルクが磁気
ランダムアクセスメモリに使われようとしており、スピンホール効果とそのための材料開発の重要性はます
ます高まりつつあることから、たいへん意義のある研究であると言える。 
 重要な成果としては、まず、強磁性材料/スピンホール材料の二層膜におけるスピンホール効果誘起強
磁性共鳴の異常変調効果の発見が挙げられる。つづいて、異常変調が生じても直流電流印加によるスピ
ンホール角評価法はその影響を受けないという事実を見出したことも特筆すべき成果である。最終的に、
異常変調の正体が photo-resistance 効果とよばれるものの類似現象であることを突き止めており、スピン
ホール効果誘起強磁性共鳴の物理的理解を深めることに至っている。本研究は、スピンホール角を正確
に求める手法の開拓・進化に大きく寄与しており、スピンホール効果に関する材料開発への波及効果も
大きいということも最後に強調すべきところである。 
 
〔結論〕 
 平成３０年４月５日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のもと、
本論文について著者に説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
 よって、著者は博士（工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
